
構成員 意 見

⼀⼾構成員

海の近くにあると、津波が来たとしても、その後片付ければ海を交通網として使えるという利便性があると考える。また、現在の県立中央病院を基点として、さまざまな形での交
通網ができている。
これらのことから、旧県⽴⻘森商業⾼校及び県⽴中央病院敷地が良いと感じる。
浜田中央公園・県営スケート場周辺が整備場所となり県営スケート場を移転するとなった場合には、集約力を高めるためにも国際スケートができるようなスケート場を整備してほ

しい。

葛⻄構成員

⻘森市の立地適正化計画上は、⻘い森セントラルパーク、浜田中央公園・県営スケート場周辺ともに、区域の位置づけは異なるが、医療施設立地の適地と評価できる。ただし、ま
ちづくりの観点から、将来的に⻘い森鉄道駅が設置された場合には、⼈⼝減少、超高齢化社会において社会資本の有効活⽤が可能となるので、⻘い森セントラルパークへの立地は、
メリットも多いと考える。
救急搬送、通院アクセス、災害リスクなど各検討項目、論点については遜色ない事項やメリット・デメリットが交錯している事項も多いことから双方のエリアにおける優劣の評価

は難しいと考える。

近藤構成員

浜田中央公園・県営スケート場周辺について、代替の避難所が確保されるということを前提でお話させていただくと、浜田中央公園・県営スケート場周辺の方が、想定最大規模に
おける洪水浸水想定区域の端寄りにあること、また、全県的な災害対応を考慮すると、⾼速道路に近接している⽴地は利点になることから⻘い森セントラルパークより有利だと考え
る。
しかしながら、整備スケジュール比較をみると、浜田中央公園・県営スケート場周辺は県営スケート場の解体工事を前提としており、現在の経済状況や工事の状況を考えると、ス

ケジュール通り進むのか、２年３年も遅れてしまわないのかという懸念があり、⻘い森セントラルパークの方がスケジュール感は確実だと考える。
災害リスクを考えると現病院のままで対応せざるを得なくなるということが⼀番のリスクであるため、災害の観点と整備スケジュールの観点をどのように捉えるのか、そこは総合

的な判断になると考える。

福士構成員 災害時のことを考えると、⻘森県総合運動公園が良いと思っているが遺跡の問題が気になる。この検討会議は⻘森市のまちづくりの観点から整備場所はどこが良いのか検討する会
議であり、この観点から相対的に考えると、⻘い森セントラルパークが適していると考える。

北畠構成員

まちづくりの視点ではなく、病院機能を⼀番に据えどこに病院を作るのが良いのかを考えるべき。要は、アクセスが良く、きちんと救急搬送を行うことができることを重視すべき
であり、また、統合新病院は、市⺠病院の機能に加え、全県から患者さんが集まるということも考慮しなければいけない。
⻘い森セントラルパークは、冬場の道路環境や渋滞が問題で救急隊も大変になるのではないか。立地的にも南側⼀方のみのアクセスとなり、救急を掲げる病院としてはその点が弱

点に感じる。確かに新駅の設置により通いやすくなる⼈もいるが、救急車での搬送を考えると、車でのアクセスを考えないといけない。
浜田中央公園・県営スケート場周辺は、旧イトーヨーカ堂の通りは混雑しているが、全県からの救急搬送を考えると、高速道路に近いことが大きな利点と考える。
敷地面積についても、降雪や患者・職員の駐車場を考えると、少しでも広い方が良いと考える。
以上のことから、⻘い森セントラルパークより浜田中央公園・県営スケート場周辺の方が理があると考える。
なお、統合新病院の機能上、ドクターヘリは必須であるが、住⺠からの反対で使⽤できない例もあるため、住⺠からの意⾒は聞いていく必要がある。
また、医師会とすれば、新病院がどこにできたとしても、新病院の傍にウォークインを診れる急病センターを作って、救急の負担軽減につながるよう手伝いたいと考えている。

佐々木構成員
⻘い森セントラルパーク周辺の渋滞や除排雪を懸念する声もあるが、浜田中央公園・県営スケート場周辺も国道７号バイパスは通勤ラッシュ時に渋滞しており、渋滞に対する懸念

は双方同じと考える。その点は整備場所が決まった後に対策を練って渋滞解消に努めていけばよいものと考えている。また、除排雪についても、新病院整備に伴ってどこであっても
徹底するとのことであるので、除排雪に関する課題も解消されると考える。
これらを踏まえると、私としてはコンパクトなまちづくりや救急搬送の観点から⻘い森セントラルパークの方がよいと考える。

統合新病院の整備に望ましい場所について（第７回検討会議欠席の構成員からいただいた御意見）
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